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面　積　　お　　ん　　が

統　計　の　ま　と

浸産物販売増減額　と

部門別寄与率（比40年）

溝∴∴門∴∴洲 �増　減　額 �寄　与　率 

米 �㈹　　97　千円 �㈱　　71．8　％ 

菱 �0　　18 �0　　13．3 

い　　も∴∴頚 �約　　0 �㈹　　　0．2 

野　　　　　　菜 �什）　　7 �0　　　5．5 

果　　　　　樹 �（0　　1 �㈱　　　0．4 

工　芸　作　物 �いl∴∴5 �● 

什）　29 �㈱　　21．4 

生　　　　　　乳 �㈹∴∴4 �㈱　　　3．1 

そ　　の　　他 �㈱　　10 �㈹　　　6．8 

三十 �㈱　135 �（耳　100．0 

農家の現金収支および家計支出

凡41年全国平均□ 告：：∴妄壷 ���������������� � 

■●i 

［＿顔 � � � � � 

収　　　支　　　収　　　支　　　侵　　　農　　　機　　　家
人　　　強　　入　　　出‾∴∴i紫　　　外　　家∴∴∴討

農別技：∴∴∴農外収支　　　　　新　　鮮　　　　拉

行党員0－月7年章4－和昭

I
無
料
法
談
相
談
開
毅
I

H
　
暗
　
七
月
十
六
円
（
臼
）

1
0
時
～
1
5
時

場
　
所
　
岡
彊
町
　
岡
垣
保
管
所

相
談
員
　
弁
報
土
　
近
江
禰
雄
民

主
　
確
　
岡
垣
町
、
遠
費
町

好
頚
を
続
け
る
農
家
の
所
樽

福
岡
巣
の
国
土
年
の
臓
家
現
金
所

得
は
、
昨
年
に
引
き
牽
き
頗
脚
に
伸
び
、

九
十
二
万
円
で
∴
前
年
よ
り
十
万
三
千

円
（
三
％
）
姻
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
欒
現
金
所
得
は
八
万
五

千
円
（
二
六
劣
）
と
大
巾
に
蛸
加
し
た

の
に
く
ら
べ
、
塵
外
所
得
は
一
万
八
千

四
（
四
着
）
域
に
止
ま
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
農
家
現
金
所
得
に
占
め

る
襲
現
金
所
得
の
割
合

は
、
前
年
の
三
十
九
・
七
パ

ー
セ
ン
ト
よ
り
四
十
四
・
五

パ
ー
セ
ン
ト
と
ウ
エ
イ
ト
素

描
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
全
国
平
均
に
く
ら

べ
る
と
、
農
薬
現
金
所
埜
ハ

万
三
千
円
、
農
外
所
得
九
万

三
千
円
、
鹿
家
現
金
就
縛
に

お
い
て
十
五
万
三
千
円
と
そ

れ
ぞ
れ
高
く
な
っ
て
い
て
、

金
団
都
府
県
の
う
ち
で
も
上
位
に
ラ
ン

ク
さ
れ
て
い
ま
す
。

農
薬
現
金
粗
収
入
が
伸
び
た
最
大
の

頗
関
は
、
米
の
収
壁
間
が
四
十
四
万
九

千
ト
ン
と
前
年
よ
り
八
・
二
パ
ー
セ
ン

ト
拙
収
し
、
政
府
の
質
入
価
格
も
約
九

パ
ー
セ
ン
ト
高
低
に
決
定
し
た
た
め
、

媛
家
の
政
府
へ
の
売
瀬
数
龍
に
お
い
て

二
王
ハ
二
パ
ー
セ
ン
ト
増
加
し
、
米

の
収
入
が
九
万
七
千
円
（
囲
曲
者
）
と

大
巾
に
舞
え
た
の
で
す
。

つ
ま
に
畜
産
物
の
う
ち
、
に
わ
と
り

お
よ
び
鶏
卵
の
販
売
額
か
二
万
九
千
円

（
四
九
多
）
鞄
加
し
ま
し
た
。

窺
崗
塊
の
産
卵
転
に
、
成
弛
め
ず
羽

数
の
増
加
や
外
国
観
の
導
入
な
ど
に
よ

り
、
四
十
一
年
は
つ
い
に
金
団
蟹
一
位

の
九
壁
ハ
千
七
百
万
億
の
前
年
に
比
べ

八
パ
ー
セ
ン
ト
の
抱
卵
と
な
り
ま
し

た。
も
ち
ろ
ん
い
わ
ゆ
る
鹿
家
以
外
の
大

潮
数
養
鶏
業
者
の
飼
高
地
に
よ
る
も
の

が
主
因
を
な
し
て
い
ま
す
が
、
農
家
の

二
戸
当
た
り
飼
育
頭
数
も
揃
え
、
卵
価

も
堅
調
を
維
持
し
た
の
で
す
。

ま
た
肉
刺
用
フ
ロ
イ
ラ
ー
も
大
河
に

増
え
、
こ
れ
を
含
め
欝
収
入
親
犬
の

因
を
な
し
ま
し
た
。

麦
類
の
販
売
額
は
、
作
付
面
秋
の
減

少
と
作
柄
の
不
良
の
た
め
、
一
万
八
千

円
（
四
四
％
）
と
矢
巾
に
減
少
し
ま
し

た
が
、
そ
の
他
は
野
菜
、
工
芸
作
物
、

生
乳
等
の
販
売
額
も
脚
加
し
て
い
ま

す。
次
の
表
は
部
門
別
販
売
額
の
調
律
に

対
す
る
増
減
額
と
総
額
に
対
す
る
寄
与

率
を
表
わ
し
ま
し
た
。

毎
月
第
三
日
曜
日
は

「
家
庭
の

家
族
は
自
分
だ
げ
の
楽
し
み
を
や
め

て
薬
療
み
ん
な
で
楽
し
む
博
間
を
持
ち

ま
し
ょ
う
。

1
察
族
そ
ろ
っ
て
楽
し
い
金
華
を
し

まう。

2
塞
盤
内
の
仕
事
は
、
み
ん
な
で
分

け
あ
い
ま
し
ょ
う
。

日
」
　
で
　
す

3
き
れ
い
な
花
だ
ん
を
作
り
ま
し
ょ

う。
4
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
ま
し
ょ
う
。

5
よ
い
本
や
、
テ
レ
ビ
を
み
て
み
ん

な
で
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

6
家
庭
を
駆
れ
て
い
る
家
族
に
便
り

を
出
し
ま
し
ょ
う
。



第85号

‘ガソリン、灯油などの

貯蔵及び取扱いにご注意、

（第四類危険物で石油類のみ）

呼　報　　お　　ん　　が　　　　　　　　　　昭和42年7月10日発行　（2）

最近特に治定敏速以下の少亜危険物を貯蔵または取扱われている向きが多いように見
受けられますが、これら危険物の貯蔵および取扱いについては消防法、その他町火災予
妨条例で次のように取扱い上の規制がありますので不法に取扱いまたは国字麗しますと罰
せられることもあり、また火災予防上においても非常に危険なことでありますので十分
こi主悉くたぎるようお願いします。

指定徴証以上および指定数軽以下の危険物ならびは設備基準は次の表の通りです。

類別 �謁 �危険物の品名 �絹定数丑 �描定数患以上の危険物の貯蔵 及び取扱いに必要な設備 �捕定数丑未満、指定徴盤の ％以上の少盤危険物 �指定数歴末綱、指定数量の％以上の少韮危険物の貯蔵 及び取扱いに必要な設燐 

第 �申 楼 危 i � �100l �左の第一、第二、第三石油類で � �指定敦盛以下であっても原則的には指定数量以上の貯蔵及び取り扱 い上の設備基準に準じた設備が必要ですが、これができない場合は 

指定敦盛以上（左の敦盛以上） 

タール弛油 ��の危険物の貯蔵及び取り扱いに ��（左の数量の少量危険物を取扱う楊合に必要な設髄） 

設槻韮準に悲づき県卸商の許可 ��1貯蔵噺を設楕し、貯蔵脚こおいて少盤危険物の貯蔵又は取扱い 

四 ������を行なうこと。貯蔵庫の周囲には巾2m以上の空地が必要である 
を受けなければ一般では貯蔵及 ��∴∴∴年∴∴㌦、一 

額 ��（第二石油類） 灯油、軽油 �5001 �ん。 � �　m－ 　ヽ防火戸 2少出危険物を貯蔵し、又は取扱う塵外の場所の周囲には、巾2 メ－トル以上の空地を保有するか、又は防火上有効な「へい」を 

危 険 �物 �ヂーゼル油 タール中浦等 （第二油類 ����設けなければならない。但し周囲が開口部のない耐火鰭造築しく は、防火鱗迄の壁又は不然材料で造った壁であるときは、この必 要はありません。防火上布効な「へい」とは轟き2メートル以上 lL望撃墜空車／防火へい 二（へいの高さ2メ‾トル以上） 

乙 ��2，0001 i �� 
物 ��，＿石） 姐油、潤滑油 ����匡」司［三園 

稲 �クレオソート油 ����3少亜危険物を庭師こおいて貯蔵し、又は取扱う餓合は、壁、 柱、床及び天井は不然材料又は準不然材料で造られ又はおおわれ 

危 険 物 �簿 ����4消火殻櫛（油火災に適する消火器等）を設腫しなければならな いo 

※　指定数龍以下の危険物を取扱われる方は、役場へその旨届出られるようお願いしますo



後

援

同　　調l∴∴竃菌　　ん　　が

五　　四　　三三

万　　会　　期

針　　坂　　口

憎）∴∴∴昭和42牛／月10　とi　発声け

昭
和
彼
年
度

郡
民
体
育
大
会
遠
賀
町
で
開
催

速
攻
郵
堤
の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
、
遼

鍍
郡
民
体
背
大
会
は
、
本
年
で
第
八
回

日
を
迎
え
、
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま

す
。
特
に
本
年
は
大
挙
の
競
技
が
避
賀

町
で
行
な
わ
れ
ま
す
の
で
、
ふ
る
っ
て

参
加
さ
れ
ま
す
よ
う
申
込
み
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

一
、
主
　
催
　
逓
賀
郡
体
背
協
会

遠
賀
町
体
背
協
会

遼
詳
郡
高
年
開
連
絡
繊

議
会

遠
賀
邸
各
町

避
賀
離
脱
教
委
協
議
会

遊
離
郡
婦
人
会
連
合
会

昭
和
4
2
年
8
月
2
7
日
（

口
）
午
前
1
0
時

遮
窟
町
（
各
競
技
場

別記）
本
大
会
は
興
に
郡
民
多

饗
の
参
加
を
縛
る
よ

う
、
譜
年
の
部
、
一
般

の
部
の
区
分
を
設
け
、

学
生
、
婦
人
会
な
ど
オ

ー
プ
ン
と
し
て
参
加
さ

せる。
本
大
会
は
、
各
町
対
抗

と
し
県
異
体
育
大
会
の

予
連
と
す
る
。

六
、
競
　
技
　
陸
上
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
庭

球
、
柔
道
、
剣
道
、
弓

道
、
相
撲
、
野
球
、
水

泳

七
、
選
手
資
格
の
述
確
郡
民
で
あ
る
こ

と。㈲
一
人
一
種
目
に
限
る

の
は
隼
の
部
、
昭
和
ュ
7

年
4
万
1
円
以
降
に
出

仕
し
た
も
の
。
現
在
生

徒
以
外
の
も
の
定
時
制

高
段
は
こ
の
限
り
で
な

㈲
教
員
の
部
で
は
県
民

体
市
大
会
に
設
け
て
あ

る
競
技
に
は
勤
務
学
校

の
所
在
地
を
所
脇
田
と

する。

八
、
申
込
先
及
び
期
日

遼
餌
町
体
育
協
会
（
教

稟
請
会
商
）

8
月
1
5
円
ま
で
。

九
、
そ
の
他
詳
し
く
は
遼
賀
町
体
育

協
会
に
お
問
い
合
せ
下

さい。

マ
ー
ク
　
ス
　
工
業

職
　
員
　
募
　
集
（
一
期
）

「
本
社
、
墓
只
蔀
港
匿
西
新
橋
二
丁
　
元
、
性
別
　
男

旦
三
番
八
号
　
　
　
六
、
賃
金
そ
の
他
、
面
談
の
上
決
定

二
、
工
璃
予
定
地
、
虫
生
津
工
場
団
地

三
、
工
場
主
た
る
業
務
、
石
綿
パ
ッ
キ

ン
製
造
販
売

四
、
職
工
若
干
名
（
面
談
の
上
選
考
）

七
、
主
要
取
引
先
、
日
本
ア
ズ
ベ
ス
チ

（
株
）
東
洋
パ
ル
フ
（
株
）

本
田
技
研
工
業

問
合
せ
先
　
役
場
庶
務
課

寄
　
付
　
金

産
炭
地
振
興
に
よ
り
虫
生
雅
団
地

に
、
建
設
さ
れ
る
マ
ー
ク
ス
工
業
株
式

会
社
取
締
役
社
長
錬
苅
太
一
郎
氏
よ

り
、
左
記
の
と
お
空
母
付
を
受
け
ま
し

i

し

た
の
で
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

一
念
∵
捨
万
円
也
遠
賀
中
学
校
へ

一
命
五
万
円
也
浅
木
小
学
校
へ

一
食
、
五
万
円
也
　
出
門
小
学
校
へ

夏
の
食
品
を
正
し
く

保
存
し
ま
し
ょ
う

食
べ
る
も
の
の
く
さ
り
や
す
い
季
節

で
す
。
毎
日
使
う
分
妓
だ
け
貰
え
ば
よ

い
よ
う
な
も
の
の
、
経
済
的
に
も
ム
タ

が
多
く
、
忙
し
い
主
婦
の
か
た
に
は
た

い
へ
ん
な
こ
と
で
す
。

そ
こ
で
、
夏
の
食
品
の
効
果
的
な
保

存
法
に
つ
い
て
お
知
せ
し
ま
し
ょ
う
。

い
ち
ば
ん
た
い
せ
つ
な
こ
と
は
、
何

で
も
冷
蔵
呼
に
は
う
り
込
む
く
せ
を
や

め
る
こ
と
で
す
。

マ
ヨ
ネ
ー
ズ
は
、
九
度
以
下
に
な
る

と
分
離
変
博
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
マ

ヨ
ネ
ー
ズ
は
粒
子
の
外
側
を
酢
が
く
る

ん
で
い
ま
す
か
ら
腐
敗
菌
が
つ
き
に
く

く
、
冷
蔵
旗
に
い
れ
る
よ
り
嵐
通
し
の

よ
い
冷
た
く
軽
い
所
に
暖
く
ほ
う
が
安

心
で
き
ま
す
。
し
か
し
三
〇
度
以
上
に

な
る
と
や
は
り
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
。

つ
ぎ
に
パ
ン
で
す
が
、
パ
ン
を
冷
蔵

肱
に
い
れ
る
と
パ
サ
バ
サ
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
は
水
分
が
蒸
発
す
る
の
で
な

く
、
言
授
以
下
に
な
る
と
パ
ン
の
ヂ

ン
プ
ン
が
ア
ル
フ
ァ
か
ら
ベ
ー
タ
ー
に

も
ど
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
、
ま
ず
く
な

る
う
え
消
化
も
恐
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
サ
ツ
マ
イ

モ
、
タ
マ
ネ
ギ
な
ど
は
、
冷
蔵
庇
の
中

で
芽
を
出
し
た
り
、
と
く
に
サ
ツ
マ
イ

モ
は
一
〇
度
以
下
に
な
る
と
く
さ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

冷
蔵
麻
に
頼
ら
ず
、
イ
モ
、
ゴ
ボ
ウ
、

ダ
イ
コ
ン
な
ど
は
、
土
の
中
に
埋
め
て

お
き
、
タ
マ
ネ
ギ
、
キ
ャ
ベ
ツ
類
は
、

板
小
燐
の
タ
ナ
な
ど
に
な
ら
べ
て
お
く

と
よ
い
で
し
ょ
う
。
浅
沸
け
用
の
キ
ュ

ウ
リ
は
ぬ
れ
た
紙
で
つ
つ
ん
で
冷
た
く

暗
い
所
に
お
き
、
残
り
も
の
は
保
存
食

に
作
り
亜
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

冷
蔵
龍
を
よ
り
効
果
的
に
使
う
に
は

野
議
は
水
気
を
与
え
て
包
装
フ
イ
ル

ム
か
、
ポ
リ
袋
で
つ
つ
ん
で
入
れ
る
こ

と
。
肉
、
カ
マ
ポ
コ
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
な

ど
は
、
凍
ら
せ
な
い
よ
う
に
保
有
し
て

く
だ
さ
い
。
ひ
き
肉
な
ど
は
、
い
た
め

た
り
、
ゆ
で
た
り
し
て
か
ら
冷
蔵
種
に

入
れ
る
と
と
い
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
冷
蔵
庫
を
こ
ま
め
に
そ
う
じ

す
る
こ
と
は
、
含
蓄
正
し
く
保
存
す

る
う
え
で
欠
か
せ
な
い
条
件
で
す
。

順
を
き
め
て
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ

ム
液
で
、
て
い
ね
い
に
ふ
き
ま
し
ょ
う
。

（県広報室）
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〈4）昭和42年7月10日発語第85号

今

月

の

説

金

固

定

費

蚕

誤

読

二

期

分

納

期

限

　

7

月

鉛

白

期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う

″
役
所
　
へ
　
の
菩
階

意

見

を

承

り

ま

す

〟

－
懇
料
「
巡
回
行
政
相
談
」
を
開
授
－

知
っ
　
て
お
き
た
い
税
の
知
識
⑧

可
速
い
妻
子
に
出
来
る
で
ば
多
く
の
財
産
を
残
し
て
や
り

た
い
の
統
大
儀
の
常
で
あ
り
ま
す
。

がんお綴町

こ
こ
で
ち
ょ
っ
と
、
頭
を
使
っ
て
有

利
に
税
の
申
告
を
す
れ
ば
安
く
な
っ
た

り
、
か
か
ら
な
い
で
済
む
機
会
が
あ
り

ます。
①
財
藤
を
も
ら
っ
た
方
は
臨
写
税
を

支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
贈

与
税
の
基
礎
箆
除
は
約
万
円
で
す
。

（
相
続
税
の
鶴
合
は
4
計
万
円
）

し
か
も
3
年
以
内
に
贈
与
そ
っ
け
た

財
経
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
財
魔
を

累
耕
し
て
課
税
さ
れ
る
と
い
う
手
さ
び

し
い
税
法
で
す
。

（
2
年
目
3
年
目
に
そ
れ
ぞ
れ
2
0
万

日
ず
つ
榛
除
あ
り
）
、
し
か
し
上
記

の
純
園
内
で
1
年
目
的
万
国
、
2
笹

口
2
0
万
円
、
3
年
圏
柳
万
国
以
下
の

財
産
の
贈
与
を
う
け
ら
れ
る
と
免
税

に
な
り
ま
す
。

こ
の
方
法
で
ュ
0
年
間
繰
り
返
す
と
、

剃
刀
門
ま
で
の
財
産
が
無
税
で
贈
与

を
っ
け
ち
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

②
　
臓
地
等
の
生
前
贈
与
を
っ
け
ち
れ

た
場
合
脚
卓
説
の
延
納
の
適
用
毒

づ
け
ち
れ
た
方
は
、
最
初
に
申
請
さ

れ
た
H
か
ら
3
年
毎
に
、
引
き
続
き

延
納
の
適
用
を
う
げ
た
い
旨
の
手
続

き
を
必
ら
ず
行
な
っ
て
下
さ
い
。

こ
の
手
続
き
を
怠
っ
た
り
期
限
が
お

く
れ
た
り
す
る
と
、
そ
の
鴨
点
で
高

い
贈
与
税
が
か
か
っ
て
き
ま
す
。

こ
の
手
続
き
を
3
年
毎
に
し
て
い
れ

ば
舷
ヰ
し
た
人
が
死
亡
す
る
と
同
時

に
相
続
税
に
切
り
換
え
ら
れ
4
百
万

円
以
下
の
財
産
で
あ
れ
ば
無
税
で

す。
⑨
　
上
記
の
特
例
は
不
動
彊
取
得
税
（

県
税
）
に
お
い
で
も
適
用
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
の
で
お
忘
れ
な
く

財
務
事
務
所
に
も
手
続
き
を
し
て
下

さ
い
。
（
申
請
蛤
は
財
務
専
務
所
に

あ
り
ま
す
）

但
し
空
間
贈
与
の
許
可
が
あ
っ
た
H

か
ら
記
算
し
て
5
0
H
以
内
に
手
続
き

を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

以
上
の
華
以
外
で
も
手
続
方
法
に
関

し
て
は
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
と
き

は
、
遊
戯
な
く
、
役
場
税
務
係
に
お
た

ず
ね
下
さ
い
。

来
月
は
施
雑
所
得
に
関
す
る
税
に
つ

い
て
お
し
ら
せ
し
ま
す
。

行
政
管
理
庁
、
九
州
舗
区
行
政
盤
薬

局
で
は
次
の
と
お
り
「
巡
回
行
政
相

談
」
を
榔
殺
し
ま
す
の
で
、
行
政
上
の

関
越
で
菅
僻
や
不
滅
な
ど
、
お
関
り
の

方
は
、
ご
避
慮
な
く
気
蜂
に
、
こ
利
用
下

さい。

日
時
　
7
月
1
0
日
（
月
）
1
0
瞳
～
1
5
時

場
所
∴
遊
鱈
町
公
珪
鎚
別
館

行
政
相
談
寒
山

高
崎
棚
理
相
談
透
損
（
尾
崎
）

藤
井
事
務
冨
（
行
政
監
察
局
瑠
］
）

夏
の
青
少
年
を
守
る

運
　
動
　
月
　
間

自
　
七
月
一
日

至
　
八
月
三
十
一
日

l
　
非
行
防
止

2
∴
余
暇
利
用
の
指
導

3
　
水
難
、
交
通
の
憤
故
か
ら
守

る。

身
体
障
害
者
雇
用
の
広
場

袋
週
火
聯
日
宇
墾
ハ
時
二
〇
分
⊥
ハ

壁
二
十
五
分
ま
で
十
五
分
間
、
労
働
省

企
画
、
H
木
短
波
放
送
制
作
の
ラ
ジ
オ

放
送
が
八
月
ま
で
次
の
周
波
数
で
放
送

さ
れ
ま
す
の
で
お
聞
き
下
さ
い
。

周
波
数
塗
説
M
O
登
載
M
C
浅

緑
M
C
の
澄
切
M
C
の
ダ
イ
ヤ
ル

に
、
お
問
合
せ
下
さ
い
。
露
楽
に
大

変
た
め
に
な
り
ま
す
。

『
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
』

七
月
一
日
～
七
月
三
十
一
日
ま
で
全

国
的
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

本
年
度
の
証
点
出
離
は
、
『
高
少
年

の
非
行
防
止
」
そ
の
た
め
に
は
嚢
撃

学
閥
、
蛾
撃
そ
の
他
す
べ
て
の
彊
会

読
躾
の
健
全
化
を
関
る
と
と
も
に
非
行

に
お
ち
い
っ
た
請
少
年
が
高
瀬
に
克
ち

旺
る
よ
う
、
温
か
い
愛
の
手
を
さ
し
述

べ
ま
し
ょ
う
。

一
、
な
く
そ
っ
犯
弊

ふ
や
そ
う
並
行

一
、
心
一
つ
で
明
る
い
社
会

一
、
人
の
子
も
∴
お
れ
の
子
だ

蒋
行
に
み
ち
び
こ
う

忘
れ
な
い
で

高
砂
や
・
…
・
婚
姻
届
を
す
ぐ
に
、
ま

だ
記
憶
に
新
し
い
松
山
沖
で
の
十
二
線

の
新
婚
旅
行
者
会
田
が
法
的
に
は
夫
婦

と
し
て
認
め
ら
れ
な
い
ま
ま
死
亡
し
た

い
た
ま
し
い
事
故
報
道
を
お
聴
き
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
婚
姻
屈
を
当
日

埴
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
補
償
金
の

間
雑
で
不
利
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。

－
鎧
式
は
多
く
の
方
か
目
端
と
か
祭

日
に
式
を
あ
げ
る
た
め
、
ほ
と
ん
ど
の

方
が
、
式
の
当
日
に
婚
姻
脇
を
出
さ
れ

な
い
よ
う
で
す
。

い
く
ら
血
脈
な
式
を
あ
げ
て
も
婚
姻

帰
宅
潰
し
ま
せ
ん
と
、
内
緑
の
夫
婦
と

新
婚
さ
ん

さ
れ
法
縛
士
の
夫
婦
と
認
め
ら
れ
ま
せ

ん
。
結
婚
式
の
円
、
ま
た
は
事
実
上
失

禁
憲
に
は
い
っ
た
H
と
届
け
親
の
頂

を
一
致
さ
せ
る
こ
と
は
、
い
ろ
い
ろ
な

点
か
ら
望
ま
し
い
こ
と
で
す
。

婚
姻
届
凸
は
全
国
ど
こ
の
市
区
町
村

役
場
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

ま
た
日
曜
、
祭
日
に
式
を
あ
げ
る
か

た
は
、
寧
ら
か
じ
め
住
民
係
で
内
容
審

査
を
し
て
お
け
ば
休
日
で
も
導
甫
嶺
が

受
け
付
け
を
い
た
し
ま
す
か
ら
、
前
日

ま
で
に
必
ず
内
容
諒
盃
を
受
け
る
よ
う

に
零
の
か
た
も
気
を
配
り
ま
し
ょ
う
。

な
お
く
わ
し
い
こ
と
は
住
民
係
ま
で

お
た
ず
ね
下
さ
い
。

公
　
　
売
　
　
公

一
、
公
売
の
目
的

薄
紙
町
税
整
理
の
た
め
薫
押
物
件
を

公
売
す
る
。

二
、
公
売
物
件
の
名
称
及
び

敬
重

の
琵
町
大
字
虫
魚
津
－
天
秤

「
五
七
三
番
地

田
　
園
敢
一
三
歩
（
囲
三
九
㍍
）

の
同
所
字
左
山
一
、
七
一
匹
捲
地
の

四
一山

林
一
畝
歩
（
九
九
が
）

三
、
念
流
の
目
時
及
び
瑞
所

昭
和
後
年
7
月
約
日
　
午
前
9
脾

遼
頚
町
役
場
財
務
嫌
税
務
俵

田
、
公
売
の
方
法

聾
入
札

管

玉
、
売
却
決
定
の
日
時
及
び

揚
所

輔
和
4
2
年
7
月
ガ
ロ
　
午
前
9
時

連
鎖
印
綬
雄
財
務
聡
税
務
係

六
、
買
受
代
金
の
納
付
期
限

及
び
楊
所

雄
和
鮭
缶
7
月
勿
照
∴
荘
午

遼
孜
町
役
場
財
務
課
税
務
係

七
、
入
札
資
格

の
町
税
完
納
輩
C
あ
る
こ
と
。

㈲
農
地
に
つ
い
て
は
歴
地
法
第
3
条

に
よ
る
適
格
著
で
あ
る
こ
と
（
臓

地
法
笹
二
条
の
適
格
証
明
を
持
参

す
る
こ
と
）

㈲
詳
細
に
つ
い
て
は
税
務
榛
に
闘
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。


